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住生活産業ビジョンVer.2026 補足資料



第１章 はじめに ～ 住生活産業ビジョン策定の背景と改定の経緯 ～

の

Ｐ１

　Ⅰ：良質な住宅
　　　ストックの形成

　Ⅱ：良質な住宅を
　　　選択できる社会
　　　の実現

　Ⅲ：カーボンニュー
　　　トラルの推進

　Ⅳ：住生活産業の
　　　魅力向上と
　　　生産性改革

 Ⅴ：住生活リテラシー
　　 の向上

【 住生活産業ビジョンVer.2026における基本方針 】



第２章 住宅・住生活を巡る経済社会の状況と課題   第３章 2050年における住生活や住生活産業の「あるべき姿」

Ⅰ：良質な住宅ストックの形成

～ いつまでも資産価値を失わない住まい・まち ～

Ⅱ：良質な住宅を選択できる社会の実現

～ ライフスタイルやライフステージに応じて
安心して暮らせる住まい・まち ～

Ⅴ：住生活リテラシーの向上

～ 住生活リテラシー向上による豊かな住生活と
  それを支える住生活産業 ～

Ⅲ：カーボンニュートラルの推進

～ 再生可能エネルギーの活用や循環経済への移行等に
    よる持続可能な住まい・まち ～

Ⅳ：住生活産業の魅力向上と生産性改革

 ～ 生産性の向上や魅力ある職場環境の形成等により
     担い手が集う住生活産業 ～

Ｐ２

人
口
・経
済

（１）
少子・高齢化や家族構成の変化による
居住形態の多様化

（２）
若年層の可処分所得の伸び悩みと
住宅取得時の重い課税措置

住
宅
ス
ト
ッ
ク

（３） 性能・品質の劣る大量の住宅ストックの存在

（４） 発展途上にある既存戸建住宅の流通市場

（５）
空き家や所有者不明土地の増加、郊外住宅地
の空洞化の進行

環
境
・災
害

（６） 更なる強化が必要な地球環境問題への対応

（７） 大規模災害への更なる備え

技
術
・人
材
・海
外

（８） 技術革新への期待・要請

（９） 建設業に関わる技術者や技能者の減少・高齢化

（10）
諸外国における住宅・労働力不足の深刻化と
日本の住宅技術への期待

（11）
住宅の取得や維持管理等に関する情報に
接する機会や国民の認識の不足



第４章 住生活産業における今後１０年程度の「取組みの方向性」
Ｐ３

Ver.2026の基本方針 住生活産業の取組み 国に期待される取組み

 Ⅰ：良質な住宅ストックの形成

～ 資産として住み継がれる
 良質な住宅ストックの形成 ～

① 循環利用を促進する良質な住宅ストックの整備 ① 良質な住宅ストック整備促進のための政策資源の重点化

② 資産価値を適正に評価する新しい住宅査定方法等の導入
や新しい住宅金融商品の利活用

② 資産価値を適正に評価する新しい住宅査定方法の確立と
新しい住宅金融商品の深化

③ 住宅の性能と生産性を向上させる技術開発等 ③ 住宅ストックの維持・向上に不可欠な民間住宅投資の誘導

④ 地方公共団体等と連携した魅力ある
住まいづくり・まちづくり

⑤ レジリエンス機能の高い住まいづくり・まちづくり

 Ⅱ：良質な住宅を選択できる
    社会の実現

～ ライフスタイル・ライフステージ等に
 応じた良質な住宅を選択できる
 社会の実現 ～

① 多様な世代やライフスタイル・ライフステージに対応した
住まいづくり・まちづくり

① 既存住宅の流通環境の整備

② 高齢者が自立して暮らせる住まいの供給 ② 空き家の発生抑制と老朽空き家の除却促進

③ 出産・子育てしやすい住まいづくり・まちづくり
③ 高齢者や障害者等が健康で安心して暮らせる

福祉環境の整備

④ 良質でアフォーダブルな住宅の供給 ④ 少子化打破に向けた政策の総動員

⑤ ライフステージ等の変化に対応可能な住宅整備や
リフォーム関連技術の開発

⑤ 民間事業者の自由な発想による住生活サービス産業の
活動環境の整備・支援

⑥ 住宅ストックの流通・循環の促進

⑦ 先進技術を活用した高度な住生活サービスの提供



第４章 住生活産業における今後１０年程度の「取組みの方向性」
Ｐ４

Ver.2026の基本方針 住生活産業の取組み 国に期待される取組み

Ⅲ：カーボンニュートラルの推進

～ 更なるカーボンニュートラルの推進
  による持続可能な社会の実現 ～

① ZEHやZEH水準を超える住宅、LCCM住宅の普及拡大
① 省エネ性能の高い住宅やライフサイクルカーボンを

考慮した住宅の整備に係る支援

② 既存住宅における断熱改修の促進 ② 部分的な断熱改修に係る評価基準・算定方法の整備

③ 省エネに資する建材や設備等の開発・導入促進
③ ライフサイクルカーボンを考慮した住宅向けの算定ツール

や評価制度等の整備

④ 住宅・建築物分野における木材利用の推進 ④ 持続可能な森林資源の循環利用の推進

⑤ 資源循環や廃棄物の最小化等を通じた
サーキュラーエコノミーの推進や調達経路の多角化

⑥ 省エネや省CO２に係る意識向上に向けた啓発活動

 Ⅳ：住生活産業の魅力向上と
  生産性改革

～ 生産性改革や海外展開等を
通じた経済成長の実現 ～

① 大工技能者等の育成・就労環境の改善 ① 大工技能者等の育成支援の充実

② 我が国の住宅生産技術等を活かした海外展開 ② 住生活産業が海外展開しやすい環境の整備・支援

 Ⅴ：住生活リテラシーの向上

～ 住生活リテラシー向上に
 よる豊かな住生活の実現 ～

① 住生活リテラシー向上に資する情報取得機会の提供 ① 住生活リテラシー向上に資する住教育の体系的推進

② 住生活リテラシー向上を支える人材の育成 ② 官民連携した住生活に係る情報提供や相談体制の整備推進
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